
8 年度 事務事業一覧表（シート作成分を除く） 担当課 担当G ダイバーシティ推進グループ 令和 8 年 7 月 1 日作成

一般財源
（志基金含む）

6 2 1 100

人権対策事業 誰もが一人ひとりの人権を
意識し、互いに尊重し合う中
で自分らしく生きられる社会
を形成する。

　人権意識の醸成について
周知啓発を図ると共に、関
係団体と連携しながら人権
啓発の機会を積極的に創出
していく。

45 813 858 333

各種団体と連携して啓発事
業及び相談事業に取り組ん
でいる。 現状維持

6 2 2 954

配偶者等暴力相談
支援事業

配偶者等からの暴力相談支
援業務を中心とする被害者
の安全確保に関する事業。

配偶者暴力相談支援セン
ターの機能（相談業務・啓発
事業等） 125 125 125

令和５年度から志布志市配
偶者暴力相談支援センター
を設置。相談・啓発事業に取
り組んでいる。

現状維持

6 2 3 929

国際交流事業 国際交流活動団体の支援 　負担金及び補助金の交付
により、団体の円滑な活動
を支援する 160 160 0

負担金及び補助金の交付に
より、団体の円滑な活動を支
援する。 現状維持

6 2 2 3 4 33

ダイバーシティ推進
事業

性差別、性的マイノリティへ
の理解などダイバーシティ
の推進

ひとがともに輝くまちづくり
審議会や市民講座を開催
し、市民に対するダイバーシ
ティの周知啓発に努める。

444 444 (423)

市民講座を開催し、周知啓
発を図っている。

現状維持

今後の
方向性その他

特定財源
成果

学校との連携など、人権啓発
に努め、啓発が実践できてい
る。

性の多様性など新たな人権
課題に積極的に取組む必要
がある。

警察や各関係機関との連携
を図り、相談者のニーズに合
わせた対応が出来ている。

曽於地区で唯一相談支援セ
ンターの機能を有するが、他
の事業との兼ね合いで不在
にすることがある。人的確保
が課題である。

令和８年度　事業費（千円）

令和

事業内容振興計画体系 事業名 事業目的

作成日

国県支出金
実施状況

コミュニティ推進課

合計 前年度比
課題事業番号総合戦略体系

コロナ禍の影響が残り、活発
な動きが難しい部分がある。

コロナ禍の影響が残り、活発
な動きが難しい部分がある。

参加者が少なく、ダイバーシ
ティに関する啓発が充分にさ
れていない。

市民の参加が少ない現状で
ある。ダイバーシティの要素
だけでなく複合的なイベント
を開催することが必要であ
る。


